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学位論文の内容の要旨 

 

ニホンウナギは，古来日本人に親しまれている重要な魚種である。しかし，近年漁獲量

が激減し，絶滅危惧種に指定された。ニホンウナギの感染症を正しく理解・診断し，効果

的に予防やコントロールを行っていくことは安定的な食料生産を確保する上で必要不可欠

である。ニホンウナギのウイルス性血管内皮壊死症は JEECVを原因とするウイルス感染症

で，ニホンウナギに致死性を示す。本ウイルスはポリオーマウイルスの T抗原に相同性が

ある LTLG 領域を持つが，LTLG 領域以外の ORF についてその機能はいまだ不明である。ま

た，JEECV の感染実態についても不明である。ニホンウナギは熱帯域に位置する産卵場と

温帯域に位置する成育場の間で数千 kmの回遊を行う遡河性の回遊魚であることから，生活

史に沿った調査が非常に困難であり，JEECVの疫学解明には大きな妨げとなっていた。 

ウイルス性血管内皮壊死症は 1980年代以降日本全国の養殖場で発生しており，経済損失

があるにもかかわらず養殖場の JEECV分離株に関する報告は少ない。さらに自然界に生息

するニホンウナギに感染する JEECVの情報が皆無であった。本研究では JEECVの分子疫学

調査に資する目的で，養殖場の病魚から分離された JEECVの分離株の全塩基配列を決定す

るとともに，病原性に関与すると推測される LTLG領域の塩基配列決定に資する nested PCR

法の開発を行い，それをニホンウナギの生活史に沿った分子疫学調査に適用することで，

以下の成果を得た。 

第 1章では，養殖場のニホンウナギ由来の JEECV分離株 2株の全塩基配列を明らかにし

た。その結果，標準株と分離株ではいくつかの ORFで差異が認められたものの，LTLG領域

に差異は認められなかった。今回開発した LTLG 領域の塩基配列決定用 nested PCR 法は 3’

→5’エクソヌクレアーゼ活性を持つ DNA ポリメラーゼを用いており，LTLG 領域の塩基配列
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決定に適していると考えられた。本法の JEECVの分子生物学的診断法としての感度は既報

のリアルタイム PCR法より 10倍低いが，既報の PCR-A，PCR-Bおよび PCR-Cとは同等であ

ったことから，実際のニホンウナギの検体にも有効な感度であると考えられた。 

第 2章では， 日本各地のニホンウナギ成魚を対象にした JEECVの各遺伝子検査法による

JEECV の検出率を比較した結果，PCR-Bが最も高く，次いでリアルタイム PCR法が高いとい

う結果を示した。日本各地のニホンウナギ成魚を対象にした分子疫学調査により成魚の 0

～13.6%に JEECV が感染していることが示された。さらに，LTLG 領域の塩基配列は標準株

や養殖場の分離株とは異なり，遺伝的多型性があることが明らかになった。 

第 3章では， 産卵場の親魚を対象にした分子疫学調査により，ニホンウナギ親魚の 20.0%

に JEECVが感染していることを示した。さらに，LTLG領域の塩基配列は標準株や養殖場の

分離株とは異なり，自然界の成魚に感染する JEECVと同様に遺伝的多型性を示した。 

第 4章では， 日本近海に生息するニホンウナギ稚魚を対象にした疫学調査により，稚魚

の 10.0%に JEECVが感染していることを示した。 

本研究により，養殖場のニホンウナギ由来の JEECV分離株では LTLG 領域以外の ORFに遺

伝的多型性が認められることが明らかとなった。また，LTLG領域の塩基配列決定用 nested 

PCR 法を開発することで，JEECVの病原性に重要と考えられる LTLG領域の部分塩基配列を

決定し比較することが可能となった。産卵場の親魚，日本近海の成魚および稚魚にそれぞ

れ JEECVが感染しており，LTLG領域の塩基配列には遺伝的多型性が認められた。今後，自

然界のニホンウナギに感染する JEECVの感染様式や病態の解明が進展することが期待され

る。本研究で得られた知見と開発した LTLG領域の塩基配列決定用 nested PCR 法は，今後

の JEECVの疫学調査や対策において有益な情報と技術になると考えられる。 

 

 

審 査 結 果 の 要 旨 

 

ニホンウナギのウイルス性血管内皮壊死症は 1980 年代以降日本全国の養殖場で発生し

ており，経済損失があるにもかかわらず養殖場の JEECV分離株に関する報告は少ない。本

研究では JEECVの分子疫学調査に資する目的で，養殖場の病魚から分離された JEECVの分

離株の全塩基配列を決定するとともに，病原性に関与すると推測される LTLG領域の塩基配

列決定に資する nested PCR 法の開発を行い，ニホンウナギの生活史に沿った分子疫学調査

に適用した。 

本研究により，養殖場のニホンウナギ由来の JEECV分離株 2株の全塩基配列を明らかに

し，標準株と分離株ではいくつかの ORFで差異が認められた。この配列を考慮して PCRを

用いた検出系を確立した。日本各地のニホンウナギ成魚を対象にした分子疫学調査により

成魚の 0～13.6%に JEECV が感染していることが示された。さらに，LTLG 領域の塩基配列は

標準株や養殖場の分離株とは異なり，遺伝的多型性があることが明らかになった。産卵場

の親魚を対象にした分子疫学調査により，ニホンウナギ親魚の 20.0%に JEECV が感染して

いることが示された。さらに，LTLG領域の塩基配列は標準株や養殖場の分離株とは異なり，

自然界の成魚に感染する JEECVと同様に遺伝的多型性を示した。さらに，日本近海に生息

するニホンウナギ稚魚を対象にした疫学調査により，稚魚の 10.0%に JEECV が感染してい

ることが初めて示された。 

本研究により，養殖場のニホンウナギ由来の JEECV分離株では LTLG 領域以外の ORFに遺

伝的多型性が認められることが明らかとなった。産卵場の親魚，日本近海の成魚および稚

魚にそれぞれ JEECVが感染しており，LTLG領域の塩基配列には遺伝的多型性が認められた。

今後，自然界のニホンウナギに感染する JEECVの感染様式や病態の解明が進展することが

期待される。本研究で得られた知見と開発した LTLG領域の塩基配列決定用 nested PCR法

は，今後の JEECVの疫学調査や対策において有益な情報と技術になると考えられる。 



 

 

 

 以上について，審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論

文として十分価値があると認めた。 
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